
ＪＲ小野田線沿線地域公共交通の持続化に向けた取組の方向性について（案）

１ 趣 旨

地域公共交通は、人口減少等による長期的な利用者の落ち込みに加え、コロナ禍の直撃によ
り、年々厳しい状況が続いている。特に、ＪＲ小野田線をはじめとした一部のローカル鉄道は、
大量輸送機関としての特性が十分に発揮できず、危機的な状況にあるとされている。
こうした状況を踏まえ、国は地域公共交通活性化再生法を改正し、令和５年１０月から施行

した。現下の需要の減少は、交通事業者個々の経営努力のみでは対応が困難であることから、
同法では、あらゆる交通モードにおける地域の関係者の連携・協働 ＝「共創」を通じ、利便
性・持続可能性・生産性が向上するよう、地域公共交通ネットワークを再構築＝「リ・デザイ
ン」 することを求めている。
他方、ＪＲ小野田線沿線地域（以下、「沿線地域」）では、ＪＲ小野田線に加え、複数社の

路線バスが並行・複合して運行しており、それが利便性の高い公共交通を実現するポテンシャ
ルの一つとなっている。
こうした状況を踏まえ、現在、ＪＲ小野田線活性化委員会では、令和７年４月からの「鉄道

とバスの共通乗車制度」の実施に向け、鉄道・バスの交通事業者と学識経験者、行政機関とい
う地域の関係者で共創し、「ＪＲ小野田線沿線地域公共交通持続化プラン」の策定に向けて議
論しているところである。
今般、これまでの議論の経過をまとめ、それを踏まえた今後の対応案を作成した。今後、本

案に掲げる方向性により一層議論を深め、利便性と持続可能性の高い地域公共交通の実現とそ
の活性化を図っていくこととしたい。
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■地域公共交通の再構築（「リ・デザイン」）について（国土交通省資料抜粋）
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（２）路線バス

路線バスにおいても同様に厳しい状況にあり、コロナ禍がそれに拍車をかけている。

（３）課題

現下の人口減少・少子高齢化社会においては、沿線地域内の需要だけではいずれ限界を迎え
ることが想定される。そこで、中長期的には、まちづくりの視点から沿線地域内の都市機能や
魅力を高め人流の創出を促す必要があるが、当面の即効性のある施策として、沿線地域の公共
交通のポテンシャルの発揮により需要の掘り起こしを図り、その活性化につなげる。

２ ＪＲ小野田線沿線地域の現状と課題

（１）ＪＲ小野田線

ＪＲ小野田線の利用者数（輸送密度）は、モータリゼーションの進展により、沿線市の人口
減少の度合いを超えて年々厳しい状況となっている。

人口・輸送密度は1987年を100とする
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■関係市の人口・小野田線および宇部線利用状況（輸送密度）と列車本数の推移

■山陽小野田市の人口と路線バス利用状況（利用者数）の推移
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３ 基本的な考え方

（１）沿線地域の特性と対応の着眼点

鉄道とバスが相互補完する「共通乗車制
度」により実質的な増便が図られ、タイム
リーかつ円滑な南北・東西の移動が可能に。

高い利便性が魅力となり、沿線地域内の移
動はもとより、沿線地域外からの移出入の
促進にもつながることから、公共交通の需
要の維持に止まらず、更なる拡大・誘引が
期待される。
⇒利便性と持続可能性の高い地域公共交通
の実現
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《参考》鉄道とバスの共通乗車制度の事例（徳島バス×ＪＲ四国）

○沿線地域では、鉄道とバスが並行して運
行し、両者の運行本数の総数は充実して
いる。
○住宅（人口）や学校・商業施設・企業等
の都市機能も集積している
⇒沿線地域には、公共交通の利用拡大に向
けたポテンシャルがある。

徳島バス（室戸・生見・阿南大阪線）とＪＲ四国（ＪＲ牟岐線）の両路線が一部並行してい
る特徴に着目し、ＪＲ四国の乗車券類により、徳島バスの一定区間の途中乗降利用を可能とす
る制度。運賃はＪＲ四国がプールし、ＪＲ乗車券類の売上額の一部を徳島バスに支払う。



（２）ターゲット

公共交通の依存度が高い沿線の高校生・大学生については、ＪＲ小野田線を利用して通学可
能な範囲に居住しているが、利用していない者（潜在需要）の想定は約６００人となっている。
そこで、まずは高校生・大学生をターゲットとして「鉄道とバスの共通乗車制度」を構築し、
それをベースに通勤や一般利用の拡大につなげていく。

■ＪＲ小野田線の潜在需要（想定）

大学 高校 計

学生数（2024年1月） 1,686 1,380 3,066

①通学利用者数（全日制定期利用） 86 108 194

ＪＲ小野田線利用可能者数 330 285 615

②潜在需要 244 177 421

（３）沿線地域の高校・大学に係る通学市場の分析

高校生は通学時、鉄道を利用することが多いことから、「ＪＲ小野田線の利用者数の増加」
を切り口として市場分析を行った。

○山陽小野田市外、市内厚狭方面からの
通学はＪＲ利用が多い。
○宇部駅周辺・宇部線沿線エリアはＪＲ
利用と非利用が混在している。
○小野田駅周辺エリアはのＪＲ利用は少
ない。

共通乗車制度に加え、ダイヤ改善、待ち
時間・乗継時間の改善等により、沿線地
域公共交通の利便性の底上げ、周知の徹
底を図り、潜在需要の掘り起こしを行う。
また、それを高校・大学の魅力として内
外に発信し、入学者の増大（新たな需要
拡大）につなげる。

市場分析結果 施策実施の方向性

鉄道と路線バスで利用者の競合関係が確
認される。

共通乗車制度の導入にあたっては、バス
事業者との互恵関係を構築し、沿線地域
の公共交通全体が活性化するような制度
設計が求められる。

（４）高校生、大学生の移動ニーズと運行サービスのギャップ分析
鉄道とバスを共通利用できると想定した際、運行サービスが、どの程度高校生・大学生の移

動ニーズを満たすことができるか分析を行った。

移動ニーズと運行サービスのギャップ分析 施策実施の方向性

○共通乗車制度により、通常の登下校、土
日祝の部活動の登下校など、多くの時間
帯で駅や学校での待ち時間が３０分以内
に短縮可能となった。
○一方で、３０分以上の待ち時間となる時
間帯が残る。

○ＪＲ西日本、船木鉄道に加え、宇部市
交通局、サンデン交通との連携を模索
し、全体の運行時刻の妥当性・最適性
を改めて精査する。

○移動の円滑化に向けて、鉄道・バスの
ダイヤ調整・増便を検討する。

※学生・学校向けアンケート調査等により推計。
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利用者がピークとなる朝の通学時間帯、利
用者が分散化するものの、セーフティネッ
トとして必要な夕方・夜間の時間帯の移動
ニーズへの対応が課題。
―朝のピーク時間帯は、学生だけでなく、
高齢者の快適な利用環境の確保も課題。

―山口東京理科大学は、今後学生数の増が
予定されている。

―バス事業者は、運転手不足の問題を抱え
ており、対応に限界がある。

共通乗車制度の設計にあたり、鉄道、バス
のそれぞれの特徴を踏まえた運行ダイヤを
検討することで、移動ニーズへ対応する。

船木鉄道の路線バスの運行が少ない宇部新
川駅方面のサービス改善を検討する必要が
ある。

＜対応案＞
通学時間帯：鉄道とバスが協力して対応
昼間時間帯：バスが柔軟に対応
夜間時間帯：２０２４年問題によるバス

運転士不足を踏まえ、鉄道
の役割について検討

移動ニーズと運行サービスのギャップ分析 施策実施の方向性

４ 今後の施策展開

今後、「３ 基本的な考え方」に基づき協議・検討を進め、令和７年３月に利便性と持続可
能性の高い地域公共交通の形成に向けた、「ＪＲ小野田線沿線地域公共交通持続化プラン」を
策定し、同年４月から「鉄道とバスの共通乗車制度｣を核とした利便性向上・利用促進施策を
重点的に展開する。

ＪＲ小野田線沿線地域公共交通持続化プラン（Ｒ７.３末策定予定）

（１）趣旨

持続化プランに基づき、「共通乗車制度」とその利便性を基礎づける関連施策をパッケージ
化し、事業を包括的・体系的に展開する（５年間の実証的実施）。

○宇部市交通局との連携を模索し、全体の
運行時刻の妥当性・最適性を改めて精
査する。

○移動の円滑化に向けて、鉄道・バスのダ
イヤ調整・増便を検討する。

◆主要施策 鉄道とバスの共通乗車制度
◆関連施策 ①移動の円滑化・利用機会の拡大（増便・ダイヤ調整等）

②利用環境の改善（乗り場、待合所等）
③公共交通の利便性の認知度向上（広報活動、利用促進等）

（２）ターゲット 高校生・大学生

（３）計画期間 令和７年度（２０２５年度）～令和１１年度（２０２９年度）

※ＪＲ小野田線活性化委員会での協議・調整、事業の実施状況・効果等に対する評価、交
通事業者の理解等を踏まえ、２年間で段階的に発展・拡大を図り、Ｒ８年度末を目途に
持続化プランを改定する。

（４）施策評価

持続化プランの実施状況は、ＪＲ小野田線活性化委員会にて毎年評価を行い、Ｒ９年度末
の中間評価、Ｒ１１年度末の最終評価を通じて、Ｒ１２年度以降の対応を定める。
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鉄道とバス双方の特性・相応の役割分担に応じた相互補完・互恵関係の構築

まちの特性や利用者のニーズを踏まえた、将来にわたって地域に必要とされる公共交
通の確立

（２）最終的な目標

◆ＪＲ小野田線沿線地域における学生の公共交通の利用拡大、行動変容
◆利便性が高く、鉄道・バスの双方が持続可能な地域公共交通網の形成

５ 施策目標

「持続化プラン」の実行を通じて、鉄道・バスの相互補完・互恵の関係を構築することによ
り、学生の公共交通利用拡大、通学手段に係る行動変容を促し、将来にわたって持続可能な地
域公共交通網を形成する。

（１）当面の目標

◆鉄道とバスの連携体制の構築

指標

ＪＲ小野田線輸送密度

市場規模（高校・大学の生徒数）

ＪＲ小野田線通学定期購入者数

共通乗車制度利用者数

ＪＲ小野田線利用者数

共通乗車制度を利用した路線バス利用者

路線バス利用者総数

利用者の満足度

■制度利用促進のアウトカム指標

指標

沿線施設と連携した利用促進サービス（インセ
ンティブ）利用者数

利用促進サービス利用者の満足度

利用促進サービスに参加した沿線施設の満足度

■沿線施設との連携のアウトカム指標

■運行サービスのアウトプット指標

指標

通常の登下校の対応

テスト時のサービス対応

土日祝部活時の登下校への対応

（３）施策指標（R６.３時点案）

最終的に「将来にわたって地域に必要とされる公共交通の確立」に向けて、以下の項目を
総合的に評価し、多角的な視点から持続化プランの是非、改善点について判断する。
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６ 今後の具体的な対応

（１）鉄道とバスの共通乗車制度の詳細設計

検討項目 具体的な検討・調整内容

対象者 ＪＲ通学定期券の購入条件、一定の区間・回数のＪＲ利用条件等

サービス内容
共通利用の具体的なあり方、サービス利用に係る価格設定等
※山口東京理科大学の船木鉄道フリーパスとの整合性

参加事業者 ＪＲ西日本と船木鉄道以外のバス事業者の参画可能性等

対象エリア ＪＲ小野田線沿線を基本とした詳細なサービス対象範囲等

増便・ダイヤ調
整

参加事業者を確定したうえで、現行の全体ダイヤと移動ニーズのギャップ
分析、増便・ダイヤ調整の必要性等（詳細は６（２））

オペレーション
利用者側の利用、事業者側の認証、インセンティブ付与、効果測定等、一
連の制度運用方法等（詳細は６（３））
※山口東京理科大学の船木鉄道フリーパスとの整合性

利用環境整備 交通結節点における乗継利便性の向上等（詳細は６（２））

広報活動・利用
促進

沿線公共交通の利便性の認知度向上等（詳細は６（２））

効果測定 施策指標に基づく具体的な効果測定方法等

施策評価 施策指標、評価方法等

コスト負担 行政、交通事業者側の負担、県補助金・国実証事業の活用等

運賃精算・配分
ルール

鉄道、バスの各交通事業者に一定のメリットが生じる運賃精算・配分ルー
ル、具体的な配分方法等

自立化に向けた
道筋

令和１２年度以降、民間事業者での自立化を見据えた制度設計

検討体制 プランの策定、進行管理、施策評価の主体

（２）鉄道とバスのダイヤ改善等、関連施策

検討項目 具体的な検討・調整内容

移動の円滑化・
利用機会の拡大

ＪＲ小野田線やバス各社の運行ダイヤを再精査し、乗継利便性等を最大限
に高めるダイヤ調整、増便・バス路線の再編等の必要性。

利用環境の改善
ＪＲ小野田駅前バス停の再配置やバスロケーションシステム等のデジタル
施策の推進等、分かりやすく乗継しやすい利用環境の整備。

公共交通の利便
性の認知度向上

鉄道・バスの利用ガイド（共通時刻表・マップ等）の作成や、沿線商業施
設とのタイアップやＪＲ小野田線活性化委員会公式ＳＮＳを活用したキャ
ンペーン、高校・大学と連携したＰＲの展開等、沿線公共交通の利便性の
周知徹底
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（４）沿線商業施設等と連携したインセンティブ施策の検討

検討項目 具体的な検討・調整内容

参加事業者 山陽小野田市・宇部市の事業者

インセンティブの内容 共通乗車制度利用に係るインセンティブ、付与条件等

オペレーション
システム上での利用状況把握、インセンティブ付与方法・タイミン
グ、事業者での確認方法等

ＰＲ方法
ＪＲ小野田線活性化委員会公式ＳＮＳ、市広報ツールの活用、交通
事業者、商業施設等の広報媒体の活用

（３）共通乗車制度利用に係るシステム開発

検討項目 具体的な検討・調整内容

不正使用防止方法 アプリの不正取得、第三者使用等の防止策等

乗降認識方法
乗降の認証方法（NFCタグ、QRコード等）、設置箇所（バス車内、バ
ス停）、認証の不具合時の対応等

効果測定
利用日時や場所、利用者の属性・行動傾向等、今後の利用促進策に生
かすために、事業の実施を通じて把握すべきデータ等

インセンティブ 商業施設等と連携した利用促進策、付与方法等

コスト負担 開発に係る費用の負担割合等

■システムのイメージ（ＪＲ西日本開発中）
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山陽小野田市

厚狭駅～宇部中央

船木鉄道㈱

ひばりが丘～叶松

船木鉄道㈱

小野田線

宇部市交通局

際波台～理科大

船木鉄道㈱

船木～本山岬・刈屋・理科大

船木鉄道㈱

美祢市

宇部市

山陽小野田市

下関市

↑至　長門市駅

至
　
下
関
駅
・彦
島
営
業
所
←

至
　
常
盤
町
二
丁
目
→

公共交通
マップ

山
陽小

野田市

2024年4月版

船木鉄道㈱
宇部市交通局
サンデン交通㈱

☎（0836）67-0321
☎（0836）31-1133
☎（083）282-0606

小野田第一交通株式会社
（殿様号・姫様号・とまり号）

☎（0120）49-7489

発行
山陽小野田市役所商工労働課

 ☎0836-82-1150

お問い合わせ
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